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0 浜田真， 悟 ( 文科 省 。 科学技術政策研 ) , 万別 眞 (- 0 文科 省 。 科学技術政策研 / 室蘭工人 )   

光 盤 史郎 ( 文科 省 。 科学技術政策研 ) , 横田慎二 ( 産 総研 ) 

ユ 。 導 

穐 90 年代後半から 現在に至るまで。 遺伝子操作技術のもたらすリスクとべネフィットをめぐって。 欧州社会で 

職烈 な論争が繰り 広げら 年代にかけて 大きく進展した 分子生物学。 遺伝子生物学の 成果によ り @ 

年代にはクローン 羊 。 試験管 べ一 ビー ( 体外受精。 遺伝子治療 ) などの科学記事が 社会的に大きな 反響を呼んだ。 

同時に平行して 農業分野で進行していた、 農作物の遺伝子改変による 品種改良が実理し。 ギ ㊤合意により 遺伝子 

組み換え作物の 国際流通が図られることとなった。 

この動きに危機感を 覚えた欧州社会では、 市民。 消費者グループのみならず 研究者や行政関係者も 含めた団体 

からの抗議運動が 閲 されるに至り、 遺伝子組み換え 作物の受容をめぐって 大きく揺れ動いた。 

年に制定された 遺伝子組み換え 作物の流通を 認める欧州指令 90/2% 戊 C は、 こうした抗議運動によって 

その有効性をほとんど 失い、 ag 年代後半には。 欧州各国の議会アセスメント 機関や市民アセスメントバループに 

よって、 遺伝子組み換え 作物流通の妥当性が 徹底的に否定さ るにいたった。 本来、 戦後の計画的産業発展を 図る 

のもとに各国に 導入された 機能であ るが。 欧州において 泣この機能がソーシャル ヂ イベート ( 図 4) を 

活性化させるものとして 活用され、 手指令とは異なる 受容基準が各国で 打ち出さぬ。 るにいたった。 

ここで大きく 展開さ た 議論が、 「予防原則 ( プレコー 

、 ション。 プリンシプル ) 」ならびに「規制科学 ( レギュラ㌃ 
巳 @ 皿ぬ @onp 曲卍 。 田地細 伊 

リー。 ザ イェンス ) Ⅱという概念であ る。 前者は市民社会 笘 ぎ樫 耶   
く j(; ㍉ @     

の 側から提案され 科学技術行政において 展開された議論で、                             

新技術の社会受容の 際に不確定性 さ 。 リスクが潜在的に 生   
ぅる 場合はその当該新技術の 社会的浸透 

                          よいとする判断を 行政に与えることができる。 

新技術に対する 一種のモラトリアム 措置で。 これは歓会が 

その当該技術に 対して警戒感を 感じるときに 適用されるこ 

とを主意としている。 事実。                                     

作物に対する 遺伝子組み換え 新技術の研究開発計画の そう 
0" 田焚 、 @, 。 卍抽 。 "" 

トリアムに追い 込んで L, まった。 。 """" Ⅵ。 " 軒せ 。 "" ㏄ 

後考は、 科学技術の非安全，性や 不確かさをもともと 研究開発分野に 内在させている 領域において。 科学技術の 

社会的適用に 関する政策的規制をみずからの 研究主題とする 試みで、 具体的には危険化学物質。 環境汚染。 食品あ 

るいは薬品安全性などの 研究分野で展開されたものであ る。 新薬品が米国で 開発されたときの 米国保健安全局 ( 凶 

工 ここでは、 レギュラトリーサイエンスの 概念記述を展開するのは 紙数の関係から 困難であ るので、 内外におけるこの 概念の提 

唱者シェイ ラ 。 ジャ サ ノフ 氏 と内山 充 氏を挙げるにとどめておく。 比較的平易な 解説として次のものがあ る。 中島貴子 ; 論争 ず 

る 科学 @ 。 「科学論の現在 ( 金森 修 。 中島秀人編著 )1 第七章 

  



沌 ) の 承認規制行為。 環境汚染物質に 対する米国環境局㏄ PA) の物質管理規制行為などを 正当化し。 その科   
ところが現実の 国際社会では。 こうした技術規制だけでは 国際競争に立ち 向かうことは 無理で、 技術開発や イ 

ノ ベーション進展を 何らかの方向でプラスに 転換させる必要があ る " 欧州社会もこの 点にぼ墓木的理解をしており。 

- 般市民社会の 側からも代替新技術と 産業経済イノベーションに 関する科学技術政策を 求める意見は 強い。 

こ ・うした科学技術の 社会的受容とイノベーションのあ り方に関する 一般市民社会の 側からの意見を 受けて、 

年以降の欧州社会でほ 科学技術のあ り方が大きく 変わろうとしている。 欧州委員会研究イノベーション 総局は 

欧州フレームワークプロバラム ( ダ P) を主導してきたが、 その第 5 次計画において「科学と 社会」部門を 立ち上 

            科学技術と社会の 海面に生じるさまざまな 問題 調 にかかわるあ らゆる政策検討を 行ってきている。 

先議 に 引き続いて、 本研究では、 酊 A における「科学と 社会」の政策課題の 提言プロセスを 戦略的融合 

研究の立場 力 、 ら 分析報告する。 

におげる「科学と 

位置づ け : 「科学 0 年 リスボン宣言で 調われた「欧州経済圏における 

流動性と競争力の 増進」と 1, 、 @ う 欧州共通の社会目標達成をサポートする 目的で、 欧州研究 圏 想 、 (E 又 A)                           

会 統合プライオリティー (1P) 。 学術研究重点化 ( 悶棚 ) などの行政策を 打ち出してきたが、 こ 

して議論されている 欧州 科 ・ 学 財団 下     改革。                                         ウンシル ( ①設立構想を 主導している。 

これらの科学技術の 改革推進のためには。 一般市民社会からの 関与を十二分に 取り込んだ総合的な 社会的 

動きが必要で、 この動きを起こすための 試みが「欧州ザイェンスオープンフォーラム ほ S ) 」として行われるに 

いたっている。 プロバラムとしての「科学と 社会」は双期 捧で 本格的に導入され、 2 0 0 2, 年の サ イェン スガバ 

ナンス白書で 科学技術への 市民参加をすすめるためのアクションプランが 策定された。 先述のように 社会技術とし 

てはモラトリアム 状態に入ってしまった G 技術の反省を 受けて、 ナノテクノロジーや 脳科学では研究開発のアジ 

ュン ダ そのものに市民が 参加して技術ロードマップや 社会受容性の 議論ができるかどうかを 試行錯誤している。 

この欧州の「科学と 社会」で は 、 科学技術社会論研究者であ る へルガ 。 / ボト 三一教授 田 T 

科 大学 ) を改革の諮問委員会委員長に 迎え。 欧州の科学技術は「科学と 社会 ゴ というスローガンから「社会の 中の 

科学」へと移行していくという 基調講演をど 0 酊で ヰ 了っている。 

究 評議会 (E 民 C) 設立のう ごき : 欧州においては。 各国の行財政のどの 分野においても、 国家予算と 

連合予算の拠出は 国家計画と連合経済圏計画の _-_ 重 性を常に抱えており、 評価機関であ る各国国会。 欧州議会の存 

在 とともに政治の 二重構造を形成してきた " 合衆国のようには 連邦予算の役割が 大きくなく " 二重の政治構造を 抱 

える連合としての 経済統合をすすめることを 選択した欧州にとって ( マーストリヒト 条約 ) 。 各 計画に必要となる 

財政を形成しならびにその 評価体系を定め 加盟国間で共有することは、 第一の政治課題であ る。 

欧州科学技術政策の 分野では、 各国の国家予算と 評価体系を一部連合に 委譲させるために 適当な政策立案 

機関。 財政配分機関の 設立および評価体系の 確立が模索されてきた。 政策立案に関しては、 先述したよう @ こ 欧州 委 

員 会が担い、 欧州規模の計画 あ るいは現在の ゴ A などの進展によって 各国間の評価 

体系の共有がなされてきた " 欧州委員会の 関与する科学技術財政 は 、 各国では独自にできず。 i カ国間以上の 国際 

協力によって 実現される計画を 対象としており、 こうした国際協力は 現代の学術研究のなかでは 当たり前のように 

行われて v@ るが、 行財政的基礎は 実は従前から 弱いものであ る。 

ぎが各国のアカデミ 一連携を行ってきたが。 大規模予算を 必要とする国際計画の 執行には 

  



直接関与してこなかった。 このため、 N 酊 のような大予算配分の 執行機能による 科学技術政策上の 重要な位置をし 

め ず 。 欧州社会統合に 対応して打ち 出される国際協力計画の 行財政や評価のイニシアティブがとれなかった。 欧州 

における大規模国際計画の 枠組みとして 知られる欧州合同原子核研究所 CE 尺 N や欧州分子生物学 機 

どは数少ない 例外であ る " これにたいして、 経済統合ならびに 社会統合の深化にともなって 増大する国際協力プロ 

グラムの財政執行。 評価機能を集申させる 動ぎが高まってきた。 これが現在の 鰯 S% を改革し、 欧州研究カウンシル 

C を設立する動きとなっている。 

鰻 ) 。 人文社会科学 (SS は 、 人文社会科学 

(SS ㈲領域に対しても 辞 せ 鮎における研究開発戦略 (CORDIS-RTD) と関連した推進政策を 立てており。 次のよ う 

な 勧告を出している。 

ュ ) SSH の各研究分野は、 押田 鮎 のもたらす社会経済的インパクトに 合致するような 研究目標を設定すること。 国 

民国家を超えて 欧州的価値を 現代社会にもたらすこと、 具体的には欧州の「民主政治」や「文化的遺産」といった 

価値観であ る。 

2) ERA を形成する研究インフラストラクチャーという 概念が S SH 分野に適用され、 SS% 分野間の可視性を 高 

める。 ( ここでは、 SSH を RTD 分野に対する 研究インフラストラクチャーととらえる ) 

3) 科学技術分野の 各 RTD 計画において 設定されている「社会経済的インパクト」や「 フ オ ー サイト活動の 社会 ア 

セスメント」項目を 含んだプロバラムに 関する事前。 事後評価を ssH 分野に拡大適応する。 

4) FP6 の重点 6 領域に含まれている SSH 研究者の関与の 度合いを分析することで、 当該プロバラムの 持つ「社会 

経済インパクト」を 計るものさしとする。 

5) Fp6 の重点 6 領域の各プロバラムの 設計、 実行段階および 評価段階で SSH 研究者が多く 含まれるべきであ る。 

な 専門家を招いて 探求する。 

0 人文社会科学 (SSH-RTD) 融合研究において 採択される研究課題は、 つぎのような 社会目標を解決するような 研究 

であ るべきと定められている。 にの部分がデルファイに 先行する社会経済研究の 目標に相当する ) 

い ) 欧州の建設目標であ る知識社会が 雇用対策、 産業競争力、 経済成長に寄与する 

(2) 欧州の社会統合目標にたいして 経済的。 社会。 環境的要素を 結合させる 

(3) 社会で生起している 大きな流れを 政策レベルにまで 引き上げる 

は ) 世界の中のヨーロッパの 価値をたかめる 

      欧州連合域内の 市民のあ り方をさらに 確固たるものにする 

㏄ ) 社会経済指標と 科学技術指標をそれぞれ 強化する 

(7) フ オ ー サイト活動を 強化する 

簿 ㌻ 6 では、 応募された課題すべてをさらにつぎのような 政策重要課題の 軸で分類し、 この項目ごとにまと 

  



められた知見を SYMPSRS ブックという 政策立案ツールにまとめている ' 。 SYMPSES ブックは、 欧州委員会や 欧州議 

会 において、 種々の政策立案および 源 獲得を行 う 際の、 社会実証データとして 用いられる。 

表 i にこの人文社会科学研究調査 (ssH) の全体を示す " 横軸に社会目標を 縦軸に研究項目のカテゴリーを 

配置してあ る。 科学技術に関係の 深い項目 を 枠で囲んで示してあ る。 このように。 SS の 研究調査自体は、 科学 

技術とほとんど 独立化か無関係なものまでさまざまに 含まっている。 この独立性は。 あ くまで基礎調査レベルまで 

のもので。 この社会調査を 科学技術項目と 組みあ お せることによって、 科学技術の側の 各プロバラムに 達成出口が 

  
のが図 2 の融合相関ダイアグラムであ る，このように、                                                   

技術の S 盤 コミュニゲーション 空間におけるコミュニケーション 

      。 社会アジェンダ 設定。                                                                                                             

態として表出される ，     
  


